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要旨
結婚式は，ここから始まる人生にふたりが誓い合い，パートナーをお披露目する儀式である。その大多数は
新郎新婦もしくはどちらかに縁のあるエリアでの祝宴を選ぶため，結婚式産業はローカルビジネスとして展開
されるのが主流である。それゆえ，嗜好性や求めるものなど，結婚式に対する意識に地域ごとの特徴が出てく
ることが多い。
本稿は，東京と四国4県のオンターゲットとなりうる層に「結婚式に対する意識調査」を実施し，その結果
から，東京，四国・香川の相違を考察しようするものである。具体的には，結婚式を挙げる理由への問いに，
東京では約6人に1人が「特にない／式は挙げたくない」と回答しているが，四国および香川では約4人に1
人であった。また，臨時収入の使い道，2人の休日の過ごし方，結婚式会場への重視ポイントの各項目で，
「食」への回答出現頻度が，東京よりも四国および香川で低位であり，「食」についての関心および意識の濃淡
が地域により相当に異なる可能性があることを指摘した。
ただ，当地での得られた情報を加味して思考すると，結婚式場の新施設や多様な挙式・宴スタイルがマーケ
ットに追加されようとしており，「食｣＝フードサービスの新業態の相次ぐ追加供給も当地で受け入れられてい
る状況もあるで，今後ターゲット層において，結婚式などに対する意識の変化が生じる可能性もありうると推
量されるところである。
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Ⅰ. はじめに
結婚式とはなにか。結婚にまつわる式として，
挙式や披露宴・披露パーティが挙げられるが，そ
の様式や場所の選択には，個々人の社会的，文化
的背景が影響するものと考えられる。ただ大前提
として，結婚式は「結婚を誓いあう」儀式であり，
「パートナーをお披露目する」機会であることは
間違いない。
日本の婚姻件数はおよそ年間60万7,000組(1)で
ある。そのうち，リクルートブライダル総研調査
によれば，挙式または披露宴・披露パーティー，
もしくは両方行う割合は65.2％(2)であり，これを
拡大推計すればおよそ年間39万6,000組になる。
その大多数85.4％(3)は，新郎新婦もしくはどちら
か一方の“地元”と呼ばれる，現在の居住地もし
くは生まれ育った，または縁のあるエリアでの
「誓い」や「お披露目」を選択する。これは友人
や仕事関係，親族親戚など，招待ゲスト構成やそ
の人数などを考慮するためと考えられる。このよ
うに，結婚式産業は新郎新婦どちらかにとって日
常的に馴染みのある地での展開，いわゆるローカ
ルビジネスの色合いが濃く，カップルの嗜好性や
意識にも，地域ごとに特徴が出てくることが多
いと思われる。
今回，香川県にある老舗結婚式専門会場におけ
る施設運営権の移行に伴い，自社の強みを活かし
た新プランニング設計を，ブライダル専攻の大学
生に託したいという産学連携案件の相談を松木宛
にいただいた。学生にとっては，産業界との貴重
な繋がりを得る機会であり，これまで講義や実地
研修，ゼミ演習を通して習得したブライダル領域
の知識を実践に活かすチャンスである。また，提
案プランが商業的に成立する場合には，実際に商
品化する可能性があることから，学生といえども，
あくまでビジネスプレゼンテーションの位置付け
となることに魅力と責任を感じ，松木担当の
「応用演習」（3年）にてお引き受けすることにし
た。
本稿は，その折の調査データ「結婚式に関する
意識調査 2018」の結果を再構成し，結婚式に対
する地域ごと，主に東京（首都圏）と四国4県な
らびに香川在住者における意識差についてまとめ
たものである。なお，上のプレゼンテーションは，
2018年7月に香川県にて発表した。その際には，
商圏内他社ポジショニング調査および新プランニ
ング提案も発表しているが，これらについては本
稿では省くこととする。
Ⅱ. ｢結婚式に関する意識調査」の概要
「結婚式に関する意識調査 2018」（以下，「松木
意識調査」とする）は産学連携案件でのビジネス
プレゼンテーションに向けて，「香川のカスタマ
ー像」を把握するために学生が中心となって設計
したものである。香川県の特徴を明確化したいた
め，比較対象として，香川を含む四国4県のほか，
現在学生の生活圏である東京の計5エリアにて実
査を行った。以下，調査概要を記す。
1. 調査方法
インターネットによる自記式調査（2018年6月
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2～4日）。
調査対象者は，インターネット調査専門会社の
擁する名簿（登録モニター）を利用した。
2. 調査対象
女性で，21～35歳とした。
居住地割付は，東京在住者103人，四国4県在住
者104人（香川26人，高知26人，愛媛26人，徳島
26人）である。
調査対象者を女性としたのは，結婚式の様式選
択等における決定権が男性よりも女性のほうが強
い傾向があると仮定するからである。21～35歳と
したのは，女性の平均初婚年齢(4)が29.0歳である
ことに鑑み，近未来でブライダル産業のオンター
ゲットとなりうる層の傾向を掴むためという目的
に沿うこととしたからである。
また，居住地の均等割付を行うため，スクリー
ニング調査を実施後，本調査を行った。スクリー
ニング調査項目は，「居住地」「年齢」「未既婚」
「個人年収」「職業」である。なお，送付した調査
票には「結婚式に関する意識調査」とのみタイト
ルされている。
3. 調査項目
本調査では，すでに公表されている「ゼクシィ
結婚トレンド調査 2017 四国｣(5)（以下，「ゼクシ
ィトレンド調査」）から読み取れる傾向の関与す
る項目を除いて，結婚式に関する項目6問と，日
常生活における価値観を問う4問（「臨時収入の
使途」，「カップルでの理想的な休日の過ごし方」，
「大切な人との思い出」，「SNS の利用状況」とそ
れぞれの「情報信頼度」）の，計10問を設計した。
4. 調査設計および実施者
冒頭で述べたように，松木ゼミ「応用演習」
（3年）で調査設計および実施を行った。演習生
は，以下13名である。
望月亜梨裟，小林珠寧，高橋みのり，田中菜
奈，新屋恵，両角佳歩，松下晴菜，野町咲貴，
阪口みのり，百瀬彩知，奈良原和，佐藤睦，
浦塚友菜
5. 回答者の属性
本調査における回答者207人の属性を表①で示
す。
年齢別には「21～25歳」38人（18.4％），「26～
30 歳」 82 人（39.6％），「31～35 歳」 87 人
（42.0％）である。東京と四国別では，東京では
「26～30歳」が103人中46人，44.7％と多く，四国
では「31～35歳」が104人中49人，47.1％と多か
った。平均的には，四国で年齢が高い傾向がある。
未既婚別には，未婚者90人（43.5％），既婚者
117人（56.5％）である。東京と四国別での差は
ほとんどない。
個 人 年 収 別 で は，「200 万 円 未 満」97 人
（46.9％），「200～400 万 円」43 人（20.8％），
「400～600万円」19人（9.2％），「600万円以上」
2人（1.0％）である（NA が，9人（4.3％）い
た）。個人年収については，平均的に東京が四国
を上回っている。
なお，本稿では報告を省略しているが，調査対
象者の属性として「職業」も聞いているので，表
② に 示 し て お く。結 果 は，「公 務 員」3 人
（1.4％），「会社員（事務系）」34人（16.4％），
「会社員（技術系，その他）」43人（20.8％），「専
業主婦」58人（28.0％），「パート・アルバイト」
38人（18.4％），「学生」11人（5.3％），「その他」
9人，そして「無職」11人（5.3％）である。自
前で定常収入がある「公務員」「会社員」を足す
と，東京では103人中49人（47.5％）であるが，
四国では104人中31人（29.8％），香川では26人中
8人（30.8％）である。また，自前ではほぼ無収
入と目される「無職」は東京ではいないが，四国
では11人（10.6％），香川では3人11.5％である。
これらについては，今後さらに分析と考察を進め
るうえで留意するところである。
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Ⅲ. 各調査結果からわかる意識差
「ゼクシィ結婚トレンド調査 2017」結果ならび
「結婚式に関する意識調査 2018」（「松木意識調
査」）から，東京（首都圏）居住者と四国・香川
居住者間において，結婚式への関心や食，金銭面
での価値観が異なることがわかる。ここから，両
調査の結果の概要をみていくこととする。
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回答者特性① 年齢，既未婚，個人年収状況
年 齢 既未婚 個人年収
N数 21-25歳 26-30歳 31-35歳 未婚 既婚 200万未満
200～400万
未満
400～600万
未満
600万
以上 わからない
全 体 207 38 82 87 90 117 97 43 19 2 9
東京在住者 103 19 46 38 46 57 39 27 17 2 2
四国在住者 104 19 36 49 44 60 58 16 2 0 7
うち香川在住者 26 9 7 10 10 16 11 6 1 0 4
うち高知在住者 26 2 11 13 12 14 17 3 0 0 1
うち愛媛在住者 26 6 6 14 9 17 19 2 0 0 2
うち徳島在住者 26 2 12 12 13 13 11 5 1 0 0
東京在住者 100.0％ 18.4％ 44.7％ 36.9％ 44.7％ 55.3％ 37.9％ 26.2％ 16.5％ 1.9％ 1.9％
四国在住者 100.0％ 18.3％ 34.6％ 47.1％ 42.3％ 57.7％ 55.8％ 15.4％ 1.9％ 0.0％ 6.7％
うち香川在住者 25.0％ 8.7％ 6.7％ 9.6％ 9.6％ 15.4％ 10.6％ 5.8％ 1.0％ 0.0％ 3.8％
うち高知在住者 25.0％ 1.9％ 10.6％ 12.5％ 11.5％ 13.5％ 16.3％ 2.9％ 0.0％ 0.0％ 1.0％
うち愛媛在住者 25.0％ 5.8％ 5.8％ 13.5％ 8.7％ 16.3％ 18.3％ 1.9％ 0.0％ 0.0％ 1.9％
うち徳島在選者 25.0％ 1.9％ 11.5％ 11.5％ 12.5％ 12.5％ 10.6％ 4.8％ 1.0％ 0.0％ 0.0％
出所：作成筆者
回答者特性② 職業状況
職 業
Ｎ数 公務員 会社員（事務系）
会社員(技
術系､その
他)
専業主婦
（主夫）
パート・
アルバイト 学生
そ の 他
（自営業，
自由業な
ど）
無職
全 体 207 3 34 43 58 38 11 9 11
東京在住者 103 1 22 26 28 14 7 5 0
四国在住者 104 2 12 17 30 24 4 4 11
うち香川在住者 26 1 3 4 9 4 2 0 3
うち高知在住者 26 0 2 5 5 8 1 2 3
うち愛媛在住者 26 0 3 4 10 6 0 0 3
うち徳島在住者 26 1 4 4 6 6 1 2 2
東京在住者 100.0％ 1.0％ 21.4％ 25.2％ 27.2％ 13.6％ 6.8％ 4.9％ 0.0％
四国在住者 100.0％ 1.9％ 11.5％ 16.3％ 28.8％ 23.1％ 3.8％ 3.8％ 10.6％
うち香川在住者 25.0％ 1.0％ 2.9％ 3.8％ 8.7％ 3.8％ 1.9％ 0.0％ 2.9％
うち高知在住者 25.0％ 0.0％ 1.9％ 4.8％ 4.8％ 7.7％ 1.0％ 1.9％ 2.9％
うち愛媛在住者 25.0％ 0.0％ 2.9％ 3.8％ 9.6％ 5.8％ 0.0％ 0.0％ 2.9％
うち徳島在住者 25.0％ 1.0％ 3.8％ 3.8％ 5.8％ 5.8％ 1.0％ 1.9％ 1.9％
出所：作成筆者
1. ｢ゼクシィ結婚トレンド調査 2017 四国」
からわかること
まず，既存のマーケットデータである「ゼクシ
ィ結婚トレンド調査 2017」（以下，「ゼクシィト
レンド調査」）結果の概要を確認する。
「ゼクシィトレンド調査」の「挙式，披露宴・
披露パーティー会場を選ぶ際の夫や妻自身，親の
関与状況」という調査項目の結果を見てみる。
「夫の高い興味・関心があった」への回答割合は，
首都圏41.2％，四国37.8％に対し，香川35.2％で
あり，夫が「積極的に情報収集をしていた」への
回答割合は，首都圏16.8％，四国10.2％，香川
11.1％であった。また妻の「高い興味・関心があ
った」では，首都圏43.6％，四国46.4％に対し，
香川38.9％であり，妻が「積極的に情報収集をし
ていた」への回答割合は，首都圏38.0％，四国
34.2％，香川31.5％である。ここから，結婚準備
のファーストステップであり，結婚式の雰囲気や
様式を決定付ける会場選びに際して，首都圏より
も香川の「夫」「妻」の関心度合いは相対的に高
くないことが窺える。
また，近年結婚披露宴でのおもてなし要素とし
て重視されている料理について「料理のメニュー
を選択する際の重視点」の項目の結果を見ると，
「味」への回答割合では，首都圏74.3％，四国
76.2％に対し，香川71.7％と大きな差はみられな
い。「素材」についても同様の傾向である。が，
「見た目の美しさ」への回答割合では，首都圏
57.5％，四国48.7％，香川49.1％と少しながら差
があり，「招待客に合うかどうか」では，首都圏
37.4％，四国39.7％に対し，香川26.4％と差が小
さくない。他方で，「品数」では，首都圏37.7％，
四国30.7％に対し，香川26.4％と回答割合が低い。
「価格」も同じ傾向である。
そしてさらに，これら項目への総回答数を数え
ると，首都圏では回答者1人平均3.5項目へ回答
を寄せており（計317.9％／9項目），四国でも同
様（302.7％／9項目）3.4項目であるが，香川で
は（279.3％／9項目）3.0項目に留まるという結
果であり，いわば首都圏の1割方強低い総回答数
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表 1-① 挙式，披露宴・披露パーティー会場を選ぶ際の夫や妻自身の関与状況(6)（複数回答，％)
地 域 調査数
高い興味・
関心があっ
た
積極的情報
収集をして
いた
たくさんの
ア ド バ イ
ス・要望が
あった
自ら進んで
店や会場に
足を運んだ
殆ど決めた
興味・関心
はあまりな
かった（な
かった）
未回答
夫
全国 （推計値) 41.2 14.4 14.8 34.0 3.2 18.2 1.0
首都圏 750 41.2 16.8 16.0 34.0 2.3 18.3 1.1
四国 196 37.8 10.2 12.2 34.7 4.1 17.9 ─
香川 54 35.2 11.1 13.0 37.0 3.7 14.8 ─
高知 20 25.0 10.0 20.0 30.0 5.0 10.0 ─
愛媛 91 38.5 9.9 11.0 31.9 4.4 23.1 ─
徳島 31 48.4 9.7 9.7 41.9 3.2 12.9 ─
妻
全国 （推計値) 46.6 35.4 15.5 11.9 19.8 2.1 0.2
首都圏 750 43.6 38.0 17.5 47.9 21.7 1.9 0.8
四国 196 46.4 34.2 9.7 40.3 18.4 2.6 0.5
香川 54 38.9 31.5 9.3 27.8 22.2 1.9 ─
高知 20 35.0 30.0 5.0 40.0 20.0 ─ 5.0
愛媛 91 54.9 34.1 9.9 45.1 19.7 3.3 ─
徳島 31 41.9 41.9 12.9 48.4 9.7 3.2 ─
であった。つまり，全体傾向として，「料理のメ
ニューを選択する際の重視点」が，東京および四
国での挙数よりも香川のそれが少ないというので
ある。
そこで，総じて香川では，結婚披露宴で提供さ
れる“食事”への関心度合いが首都圏ほど高くな
いとみることができるのではないかと思われる。
一方，「結婚式費用に関する夫婦の貯蓄総額」
の平均については，首都圏が307.6万円，四国
225.8万円に対し，香川229.8万円と，総額では首
都圏より低いものの，平均的な自己負担(8)額
142.8万円を含む貯蓄額「100～200万円未満」は
首都圏23.1％，四国30.4％に対し，香川41.4％と，
かかる費用帯での貯蓄状況は香川が最も高いとい
う結果であった。
このように，既存のマーケットデータからは，
東京と比較した香川の特徴として，「結婚式にお
ける会場選びへの関心が相対的に低い」，「食事で
のおもてなしに対して，こだわりや関心が相対的
に高くない」，「結婚準備費用はそれなりに貯めて
いる」ことがわかったといえよう。このことから，
香川のカップルは ①おもてなしとしてだけでな
く，日常的に食への関心は低いのか ②結婚式に
お金をかけたくないのか？ お金に対する価値観
はどのようなものなのか ③結婚式全体への関心，
熱量は低いのか という仮説を設定することとし，
これらの事項に何らかの参考となりえるようなデ
ータ収集を目的として本調査の項目を設計して，
実査を行うこととしたものである。なお，上掲調
査2017は，本稿執筆時点では「2018年版」を得る
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表 1-② 結婚式料理のメニューを選択する際の重視点 (7)（複数回答，％)
地 域 調査数 味 見た目の美しさ
招待客に
合うかど
うか
価 格 素 材 品 数 季節感 1品のボリューム その他 無回答
全国 (推計値) 75.8 53.1 37.2 40.4 33.1 35.6 13.9 14.8 3.2 1.1
首都圏 750 74.3 57.5 37.4 43.8 34.0 37.7 13.2 15.8 4.2 1.4
四国 196 76.2 48.7 39.7 37.6 35.4 30.7 17.5 14.3 2.6 0.5
香川 54 71.7 49.1 26.4 30.2 34.0 26.4 17.0 17.0 7.5 1.9
高知 20 84.2 31.6 63.2 21.1 15.8 47.4 26.3 21.1 ─ ─
愛媛 91 77.3 51.1 34.1 40.9 31.8 27.3 11.4 12.5 1.1 ─
徳島 31 75.9 51.7 65.5 51.7 62.1 37.9 31.0 10.3 ─ ─
表 1-③ 結婚費用のための夫婦の貯金金額 (9)（単一回答，％および万円)
地 域 調査数
300万円未満
300万円以上 平均金額(万円)100 万円未満 100～200万円未満
200～300万円
未満 計
全国 (推計値) 10.9 23.2 20.9 55.0 45.0 294.2
首都圏 750 8.8 23.1 20.8 52.7 47.3 307.6
四国 196 18.8 30.4 20.5 69.7 30.3 225.8
香川 54 17.2 41.4 10.3 68.9 31.1 229.8
高知 20 33.3 25.0 8.3 66.6 33.4 269.2
愛媛 91 22.0 26.0 28.0 76.0 24.0 194.0
徳島 31 14.3 23.8 14.3 52.4 47.6 271.0
ことができるが，上記は本調査設計時点で得るこ
とのできた最新版で考察したところを辿ったもの
であることを言い添えておく。
2.「結婚式に関する意識調査 2018」（「松木意
識調査」）（表1)～表9)-5参照）からわ
かること
「松木意識調査」では調査冒頭に，結婚式にか
かわらず金銭感覚や価値観を量るため「臨時収入
として10万円を得た場合の使途｣(10)をあらかじめ
7つの選択肢を用意して尋ねてみた（2つまでの
複数回答）。その結果は，全体で「貯金」が最も
多く58.9％，次が「旅行（宿泊）」で35.3％，第
3位が「食事」で24.2％，以下「洋服などの服飾
品」20.3％，「エステ，美容院などの美容系」
12.1％，「娯楽（日帰り）」9.7％，そして「その
他」5.8％であった。
第1位の「貯金」は，東京53.4％に対し，四国
は64.4％，なかでも香川は80.8％と最も高かった。
2位の「旅行（宿泊）」は，東京で40.8％と相対
的に高く，四国29.8％，香川30.8％と低かった。
3位の「食事」は，東京で22.3％，四国で26.0％
であったが，香川は11.5％と最も低い値であった。
本調査では，次に「カップルでの理想の休日の
過ごし方｣(11)（単一回答）を，10項目の選択肢を
用意して，問うている。全体では，「ドライブ」
23.2％，「食事」16.4％，「家でのんびり」15.0％
の順であった。これらのうち，「ドライブ」では
東京22.3％，四国24.0％，香川23.1％と大きな差
はみられなかったが，「家でのんびり」および
「食事」では大きな差が見られた。「家でのんび
り」東京13.6％，四国16.3％であったが，香川が
26.9％と最も高い。反対に「食事」では，東京
18.4％，四国14.4％であったが，香川が11.5％と
最も低い。
上の2項目の調査結果で，香川の「食事」への
回答割合がともに低かったことが目立ったので，
「地元で結婚式を挙げる場合，重視したいことや
地元自慢できることはなにか｣(12)（複数回答）に
ついて，「食」の項目への回答割合の差をみてみ
ることとする。
この設問への回答割合が全体として高い選択項
目は，1位が「挙式・披露宴パーティ会場の雰囲
気」46.4％，2位が「挙式・披露宴パーティ会場
の設備」31.4％というハード面でのそれであった
が，3番目が「食」31.9％であった。「食」は，
東京25.2％，四国38.5％に対し，香川19.2％であ
った。
以上の3問の結果からは，香川においては日常
的に「食」へのこだわりや関心がそもそも高くな
いのではないかという仮説が浮上する。
また，結婚式に関する結果のうち，結婚式に関
する興味・関心について注目した。「なんのため
に結婚式を挙げたいと思うか｣(13)と設問している
（複数回答）。まずそもそも，「特にない／結婚式
は挙げたくない」という選択項目へ回答した割合
が全体で21.3％である。約5人に1人の割合であ
る。東京では15.5％，約6人に1人の割合である。
これが四国および香川ではともに26.9％で，ほぼ
4人に1人の割合である。これらの回答者以外が，
あらかじめ用意した10の理由項目への回答してい
るわけであるが，全体での上位3項目は，「親へ
感謝を伝えるため」40.6％，「人生の節目として」
40.6％，「ふたりの門出として」38.6％である。
以下，「憧れをかなえるため」27.1％，「ゲストへ
感謝を伝えるため」23.2％，「けじめとして」
19.3％である。これら以外の回答割合は1桁に留
まる。全体の印象として，東京では，四国および
香川に対して，挙式への意識が相対的にポジティ
ブであるように感じられる。もしかしたら，日常
の生活で，周辺の人たちとの人間関係やコミュニ
ティの密度の濃淡が，結婚や挙式への意識づけに
作用しているのかもしれない。
なお，本調査では，「Twitter」，「Instagram」，
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「Facebook」，「LINE」，「Blog」利用状況を聞い
ている。どのメディアも，年代別に利用度合いが
相関していて，若年代ほど利用度合いが高いこと
が確認できる。
Ⅳ. 考察と今後の課題
ここまで，既存のマーケットデータ「ゼクシィ
トレンド調査」ならびに「松木意識調査」結果か
ら，主に東京（首都圏）居住者と香川居住者間の
相違を軸にいくつかの特徴と思われる事項を見て
きたが，ここからは実際に香川の結婚式披露宴会
場関係者との協議や現地訪問で得た定性情報を加
味して，地域差が見られる要因について考えられ
るところを述べてみたい。
まず，両調査の結果からは，結婚式に関する当
事者の意識にはそれなりの「地域差」が存在する
ということができよう。
「なんのために結婚式を挙げたいと思うか」と
いう問いかけに対して，「特にない／結婚式は挙
げたくない」とい人の割合が，東京では5人に1
人の割合であったものが，四国および香川では4
人に1人と多い。
次に，「食」についての関心ないし意識の濃淡
の存在である。いかにサンプル数に制約があると
はいえ，香川においては，「臨時収入10万円の使
途」を聞いても，「カップルでの理想の休日の過
ごし方」を問うても，「地元での結婚式会場決定
における重視ポイント」を尋ねても，「食事」の
項目への回答割合が，東京と比べても，四国の他
の3県と比べても，断然低いのである。
この点で，食については，香川は「うどん県」
を標榜し，名物のうどんが日常食として愛されて
おり，地元にはそれぞれ特色ある店が各所に存在
していて，価格も普通であれば300円程度でも十
分に満足できる品質・量が担保されている。うど
んを安価に楽しめる食文化がここにあり，金銭感
覚からみえる堅実性も相まって，お金をかけて食
でおもてなしをしようという動機が働きにくいの
ではないかと考えるのである。
とはいえ，香川県内市街地ではいま，いかにも
女性受けのしそうなカフェのオープンが近年続い
ており，コーヒー1杯でうどんを超えるすなわち
1食を超える価格帯で提供されていても，特に週
末はターゲット層の男女で混雑するとも聞く。だ
から体験価値としての食をたしなむような生活感
覚が拡大していくことで，別の観点から食を見つ
める風潮が広まっていくのではないかとも予想さ
れる。そのことは，SNS の普及でも推進力を得
ていくように思われる。いわゆる「インスタ映
え」である。
そうなれば，今後香川のウエディングにおいて
もメニューの「見た目の美しさ」にこだわり，ゲ
ストにも食を一層楽しんで欲しいとする「おもて
なし要素」としてさらに意識するカップルが増え
るのではないかということは十分に予想されるこ
とである。
事実，ブライダル産業界において，いま四国お
よび香川は注目されているエリアの1つである。
ここ数年の間で，東京本社の結婚式会場が香川県
に複数カ所進出し，新規オープンを重ねている。
これまでは香川においては，地元の老舗ブライダ
ル企業が多く，施設スケールも大規模なものが幾
つかあり，多人数の出席者を擁するいわゆる王道
のウエディングが主流だったのではないかと推察
される。例えば東京や大都市圏で増えているリゾ
ート風施設や邸宅風施設で，大規模感ではなく新
郎新婦ふたりの個性を演出する新しいスタイルの
会場を提供するところはほとんどなかったとのこ
とである。そこで，こうした施設がマーケットに
追加供給されることで，多種多様なスタイルが混
ざりあってその体験者が増えていけば，新郎新婦
の嗜好性が顕わになり，結婚式への求め方に選択
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肢が増えてくるのではないかとも思われるのであ
る。その結果，結婚式に対する意識が変化する可
能性もある。これからも引き続き，香川のカスタ
マー意識動向に注目していくことにする。
以上のように，定量調査に定性情報を重ねるこ
とで，その土地ならではの文化や背景や生活スタ
イルを理解し，地域差の要因を具体的に考えるこ
とができるのではないかと思われる。冒頭でも述
べたように，ブライダル産業においてはローカル
ビジネスが主流であるので，この地域差こそを観
察し，発見し，新時代に再構築していこうとする
営みが面白さなのかもしれないと思うのである。
いまは結婚式への指向性やこだわりが東京と比べ
て相対的に低いと思われる香川においても，新し
いモデルの登場により当地の熱量が一挙に上がる
可能性はないとはいえないであろう。
結婚式はふたりにとって新しい家族のスタート
ラインであり，これからの人生を照らす思い出と
なって欲しいと思う。互いを想い，伴侶となるこ
とを誓い，門出をお祝いしてもらうその瞬間を，
なによりふたりが存分に楽しんで欲しいと願う。
そのために，結婚式の意味や価値を，ブライダル
従事者の方々とともに，今後も考え続けていこう
と思う。
Ⅴ.「結婚式に関する意識調査 2018」
（「松木意識調査」）本調査結果の概
要
以下，「松木意識調査」結果について，「年齢」，
「居住地」，「未既婚」，「個人年収」，のクロス集計
結果を紹介する。
結婚式に対する地域の意識差
21
表1) 臨時収入10万円の使途（2つまでの複数回答，％)
N数 洋服などの服飾品 食事 旅行(宿泊) 貯金
エステ，美
容院などの
美容系
娯楽
(日帰り) その他
全 体 207 20.3 24.2 35.3 58.9 12.1 9.7 5.8
年齢 21-25歳 38 15.8 7.9 36.8 73.7 10.5 7.9 5.3
26-30歳 82 20.7 20.7 34.1 54.9 17.1 11.0 8.5
31-35歳 87 21.8 34.5 35.6 56.3 8.0 9.2 3.4
居住地 東京在住者 103 16.5 22.3 40.8 53.4 15.5 11.7 5.9
四国在住者 104 24.0 26.0 29.8 64.4 8.7 7.7 5.8
うち香川在住者 26 15.4 11.5 30.8 80.8 7.7 7.7 3.8
うち高知在住者 26 19.2 30.8 23.1 53.8 3.8 15.4 11.5
うち愛媛在住者 26 38.5 19.2 26.9 61.5 23.1 0.0 3.8
うち徳島在住者 26 23.1 42.3 38.5 61.5 0.0 7.7 3.8
未既婚 未婚 90 22.2 13.3 35.6 60.0 11.1 8.9 7.8
既婚 117 18.8 32.5 35.0 58.1 12.8 10.3 4.3
個人年収 200万未満 97 21.6 22.7 29.9 68.0 10.3 9.3 6.2
200～400万未満 43 14.0 20.9 34.9 53.5 14.0 16.3 4.7
400～600万未満 19 10.5 21.1 57.9 52.6 26.3 5.3 0.0
600万以上 2 0.0 100.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0
わからない 9 33.3 33.3 44.4 44.4 22.2 11.1 0.0
出所：作成筆者
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表2) カップルでの理想の休日の過ごし方（単一回答，％)
N数 家でのんびり
2人の
趣味 スポーツ 食事 ドライブ ショッピング
公園で
散歩 キャンプ 映画鑑賞 その他
全 体 207 15.0 14.5 0.5 16.4 23.2 9.2 6.3 1.4 8.7 4.8
年齢 21-25歳 38 26.3 10.5 2.6 5.3 23.7 13.2 7.9 2.6 2.6 5.2
26-30歳 82 13.4 15.9 0.0 14.6 28.0 4.9 7.3 0.0 11.0 4.9
31-35歳 87 11.5 14.9 0.0 23.0 18.4 11.5 4.6 2.3 9.2 4.5
割付セル 東京在住者 103 13.6 15.5 1.0 18.4 22.3 6.8 9.7 1.0 5.8 5.8
四国在住者 104 16.3 13.5 0.0 14.4 24.0 11.5 2.9 1.9 11.5 3.8
うち香川在住者 26 26.9 15.4 0.0 11.5 23.1 3.8 7.7 3.8 3.8 3.8
うち高知在住者 26 11.5 11.5 0.0 15.4 23.1 11.5 0.0 0.0 19.2 7.7
うち愛媛在住者 26 15.4 11.5 0.0 15.4 26.9 15.4 0.0 3.8 11.5 0.0
うち徳島在住者 26 11.5 15.4 0.0 15.4 23.1 15.4 3.8 0.0 11.5 3.8
未既婚 未婚 90 20.0 17.8 1.1 13.3 16.7 6.7 6.7 2.2 8.9 6.7
既婚 117 11.1 12.0 0.0 18.8 28.2 11.1 6.0 0.9 8.5 3.5
個人年収 200万未満 97 11.3 11.3 1.0 14.4 21.6 15.5 4.1 1.0 11.3 8.2
200～400万未満 43 18.6 18.6 0.0 16.3 25.6 0.0 9.3 2.3 7.0 2.3
400～600万未満 19 15.8 26.3 0.0 15.8 15.8 5.3 10.5 5.3 5.3 0.0
600万以上 2 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
わからない 9 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 11.1 11.1 0.0 0.0 11.1
出所：作成筆者
表3) 結婚式を挙げる理由（複数回答，％)
N数 憧れをかなえるため
ふたりの門
出として
けじめ
として
相手をお披
露目したい
親へ感謝を
伝えるため
ゲストへ感
謝を伝える
ため
人生の節目
として
親から言わ
れたから 世間体 その他
特にない/結
婚式は挙げ
たくない
全 体 207 27.1 38.6 19.3 7.7 40.6 23.2 40.6 5.8 8.2 1.4 21.3
年齢 21-25歳 38 34.2 42.1 13.2 10.5 44.7 23.7 52.6 0.0 2.6 2.6 18.4
26-30歳 82 26.8 34.1 19.5 9.8 43.9 22.0 40.2 4.9 11.0 1.2 25.6
31-35歳 87 24.1 41.4 21.8 4.6 35.6 24.1 35.6 9.2 8.0 1.1 18.4
割付セル 東京在住者 103 31.1 45.6 25.2 10.7 50.5 27.2 46.6 8.7 11.7 1.0 15.5
四国在住者 104 23.1 31.7 13.5 4.8 30.8 19.2 34.6 2.9 4.8 1.9 26.9
うち香川在住者 26 23.1 19.2 11.5 3.8 34.6 23.1 38.5 3.8 3.8 0.0 26.9
うち高知在住者 26 42.3 42.3 11.5 7.7 34.6 26.9 38.5 0.0 3.8 0.0 19.2
うち愛媛在住者 26 11.5 34.6 7.7 7.7 23.1 11.5 23.1 0.0 3.8 3.8 30.8
うち鹿島在住者 26 15.4 30.8 23.1 0.0 30.8 15.4 38.5 7.7 7.7 3.8 30.8
未既婚 未婚 90 15.6 40.0 15.6 8.9 38.9 20.0 36.7 3.3 5.6 0.0 26.7
既婚 117 35.9 37.6 22.2 6.8 41.9 25.6 43.6 7.7 10.3 2.6 17.1
個人年収 200万未満 97 26.8 36.1 18.6 7.2 38.1 26.8 42.3 4.1 6.2 1.0 23.7
200～400万未満 43 30.2 46.5 25.6 9.3 44.2 20.9 34.9 7.0 7.0 4.7 16.3
400～600万未溝 19 15.8 47.4 10.5 10.5 52.6 36.8 63.2 15.8 21.1 0.0 5.3
600万以上 2 50.0 100.0 100.0 100.0 50.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0
わからない 9 33.3 22.2 11.1 11.1 44.4 0.0 33.3 11.1 0.0 0.0 33.3
出所：作成筆者
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表4) 地元での結婚式会場決定における重視ポイント（複数回答，％)
N数 自然 景色 食 地元の人々 利便性 住みやすさ 歴史・史跡 観光スポット
挙式/披露
宴パーティ
会場の設備
挙式/披露
宴パーティ
会場の雰囲
気
その他
全 体 207 22.2 22.2 31.9 11.1 24.6 15.9 4.3 9.2 31.4 46.4 5.3
年齢 21-25歳 38 13.2 26.3 26.3 5.3 28.9 23.7 7.9 7.9 42.1 50.0 5.3
26-30歳 82 20.7 20.7 37.8 15.9 24.4 15.9 4.9 11.0 30.5 45.1 4.9
31-35歳 87 27.6 21.8 28.7 9.2 23.0 12.6 2.3 8.0 27.6 46.0 5.7
割付セル 東京在住者 103 24.3 23.3 25.2 7.8 33.0 17.5 3.9 9.7 35.0 45.6 5.8
四国在住者 104 20.2 21.2 38.5 14.4 16.3 14.4 4.8 8.7 27.9 47.1 4.8
うち香川在住者 26 15.4 26.9 19.2 3.8 15.4 15.4 3.8 7.7 26.9 38.5 7.7
うち高知在住者 26 34.6 30.8 57.7 30.8 23.1 19.2 3.8 11.5 11.5 38.5 7.7
うち愛媛在住者 26 15.4 19.2 30.8 15.4 19.2 15.4 11.5 11.5 38.5 46.2 0.0
うち徳島在住者 26 15.4 7.7 46.2 7.7 7.7 7.7 0.0 3.8 34.6 65.4 3.8
未既婚 未婚 90 20.0 20.0 30.0 11.1 18.9 17.8 4.4 8.9 27.8 41.1 8.9
既婚 117 23.9 23.9 33.3 11.1 29.1 14.5 4.3 9.4 34.2 50.4 2.6
個人年収 200万未満 97 25.8 22.7 34.0 13.4 25.8 14.4 4.1 10.3 26.8 44.3 6.2
200～400万未満 43 16.3 23.3 27.9 11.6 23.3 14.0 4.7 7.0 44.2 55.8 4.7
400～600万未満 19 36.8 26.3 21.1 10.5 36.8 26.3 10.5 21.1 31.6 42.1 0.0
600万以上 2 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 100.0 0.0
わからない 9 0.0 22.2 22.2 0.0 22.2 22.2 11.1 11.1 22.2 44.4 0.0
出所：作成筆者
表5-1) 結婚式で希望する演出（複数回答，％)
N数 フラワーシャワー
バルーン
リリース
シェフのラ
イブパフォ
ーマンス
ベール
ダウン フォトブース
リングガー
ル・ボーイ
ブライズメ
イド・アッ
シャー
ブーケトス
ケーキ入刀
・ファース
トバイト・
サンクスバ
イト
キャンドル
サービス
ウェルカム
ドリンク
全 体 207 39.1 13.5 10.6 20.8 12.6 15.5 2.9 33.3 56.5 29.0 44.4
年齢 21-25歳 38 39.5 7.9 15.8 13.2 15.8 15.8 5.3 50.0 42.1 21.1 31.6
26-30歳 82 47.6 17.1 7.3 29.3 17.1 19.5 3.7 30.5 56.1 30.5 50.0
31-35歳 87 31.0 12.6 11.5 16.1 6.9 11.5 1.1 28.7 63.2 31.0 44.8
割付セル 東京在住者 103 42.7 18.4 13.6 27.2 13.6 16.5 5.8 34.0 60.2 26.2 50.5
四国在住者 104 35.6 8.7 7.7 14.4 11.5 14.4 0.0 32.7 52.9 31.7 38.5
うち香川在住者 26 30.8 7.7 3.8 15.4 11.5 0.0 0.0 38.5 38.5 26.9 46.2
うち高知在住者 26 34.6 15.4 15.4 11.5 11.5 26.9 0.0 34.6 65.4 38.5 42.3
うち愛媛在住者 26 34.6 11.5 7.7 7.7 11.5 11.5 0.0 30.8 42.3 30.8 26.9
うち徳島在住者 26 42.3 0.0 3.8 23.1 11.5 19.2 0.0 26.9 65.4 30.8 38.5
未既婚 未婚 90 38.9 16.7 11.1 14.4 11.1 15.6 4.4 35.6 43.3 22.2 26.7
既婚 117 39.3 11.1 10.3 25.6 13.7 15.4 1.7 31.6 66.7 34.2 58.1
個人年収 200万未満 97 32.0 11.3 10.3 15.5 13.4 13.4 1.0 34.0 60.8 29.9 43.3
200～400万未満 43 51.2 20.9 7.0 25.6 16.3 23.3 7.0 37.2 58.1 27.9 55.8
400～600万未満 19 36.8 15.8 31.6 31.6 10.5 10.5 10.5 26.3 57.9 31.6 42.1
600万以上 2 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 50.0
わからない 9 44.4 0.0 11.1 0.0 0.0 22.2 0.0 33.3 33.3 33.3 44.4
出所：作成筆者
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表5-2) 結婚式で希望する演出（複数回答，％)
N数 ビュッフェ形式
ウェディン
グツリー
プロフィール
ビデオ エンドロール
ゲストへの
手紙
両親への
手紙
両親への感
謝のプレゼ
ント
マネキンチャ
レンジ
巨大クラッ
カー その他
全 体 207 19.3 4.8 29.5 27.5 15.0 48.8 47.8 1.9 3.9 6.8
年齢 21-25歳 38 15.8 10.5 13.2 15.8 15.8 36.8 47.4 0.0 10.5 10.5
26-30歳 82 20.7 6.1 35.4 37.8 14.6 45.1 50.0 3.7 3.7 3.7
31-35歳 87 19.5 1.1 31.0 23.0 14.9 57.5 46.0 1.1 1.1 8.0
割付セル 東京在住者 103 18.4 4.9 33.0 29.1 12.6 50.5 50.5 3.9 1.9 5.8
四国在住者 104 20.2 4.8 26.0 26.0 17.3 47.1 45.2 0.0 5.3 7.7
うち香川在住者 26 19.2 7.7 26.9 23.1 26.9 42.3 50.0 0.0 7.7 7.7
うち高知在住者 26 23.1 3.8 26.9 30.8 11.5 53.8 46.2 0.0 0.0 7.7
うち愛媛在住者 26 26.9 3.8 19.2 11.5 19.2 38.5 30.8 0.0 11.5 7.7
うち徳島在住者 26 11.5 3.8 30.8 38.5 11.5 53.8 53.8 0.0 3.8 7.7
未既婚 未婚 90 14.4 5.6 22.2 22.2 11.1 37.8 41.1 2.2 3.3 7.8
既婚 117 23.1 4.3 35.0 31.6 17.9 57.3 53.0 1.7 4.3 6.0
個人年収 200万未満 97 16.5 4.1 33.0 25.8 15.5 52.6 47.4 0.0 3.1 8.2
200～400万未満 43 14.0 7.0 30.2 27.9 11.6 41.9 51.2 4.7 2.3 7.0
400～600万未満 19 31.6 10.5 31.6 36.8 21.1 36.8 47.4 10.5 10.5 0.0
600万以上 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 50.0
わからない 9 33.3 11.1 11.1 11.1 22.2 33.3 44.4 0.0 11.1 0.0
出所：作成筆者
表6) 結婚式費用の自己負担可能額（単一回答，％)
N数 10万円 30万円 50万円 70万円 100万円 150万円 200万円 250万円 300万円 350万円以上 わからない
金額は
問わない
全 体 207 0.5 5.3 12.6 1.4 19.8 6.3 9.2 3.4 3.9 3.4 24.6 9.7
年齢 21-25歳 38 0.0 7.9 7.9 2.6 26.3 5.3 2.6 0.0 2.6 2.6 31.6 10.5
26-30歳 82 0.0 8.5 18.3 2.4 17.1 2.4 7.3 6.1 2.4 3.7 22.0 9.8
31-35歳 87 1.1 1.1 9.2 0.0 19.5 10.3 13.8 2.3 5.7 3.4 24.1 9.2
割付セル 東京在住者 103 0.0 6.8 10.7 1.9 22.3 8.7 6.8 4.9 2.9 5.9 20.4 8.7
四国在住者 104 1.0 3.8 14.4 1.0 17.3 3.8 11.5 1.9 4.8 1.0 28.8 10.6
うち香川在住者 26 3.8 3.8 7.7 0.0 19.2 7.7 11.5 0.0 7.7 0.0 23.1 15.4
うち高知在住者 26 0.0 0.0 19.2 0.0 19.2 7.7 7.7 7.7 0.0 0.0 38.5 0.0
うち愛媛在住者 26 0.0 3.8 15.4 0.0 19.2 0.0 19.2 0.0 3.8 0.0 26.9 11.5
うち徳島在住者 26 0.0 7.7 15.4 3.8 11.5 0.0 7.7 0.0 7.7 3.8 26.9 15.4
未既婚 未婚 90 0.0 6.7 12.2 3.3 22.2 2.2 4.4 0.0 2.2 0.0 33.3 13.3
既婚 117 0.9 4.3 12.8 0.0 17.9 9.4 12.8 6.0 5.1 6.0 17.9 6.8
個人年収 200万未満 97 1.0 7.2 10.3 1.0 19.6 6.2 13.4 3.1 4.1 1.0 22.7 10.3
200～400万未満 43 0.0 4.7 20.9 2.3 25.6 2.3 2.3 2.3 2.3 4.7 23.3 9.3
400～600万未満 19 0.0 0.0 15.8 0.0 15.8 10.5 10.5 10.5 5.3 10.5 15.8 5.3
600万以上 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0
わからない 9 0.0 11.1 22.2 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 22.2 33.3
出所：作成筆者
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表7) 希望する披露宴・パーティ会場の雰囲気（単一回答，％)
N数
自然光を感じ
られる明るい
会場
温かみのある
優しい光で包
まれた会場
シャンデリア
が白く輝く
会場
お洒落なバー
の雰囲気漂う
会場
その他
全 体 207 27.1 49.8 15.5 4.8 2.9
年齢 21-25歳 38 15.8 52.6 21.1 5.3 5.3
26-30歳 82 29.3 42.7 20.7 4.9 2.4
31-35歳 87 29.9 55.2 8.0 4.6 2.3
割付セル 東京在住者 103 27.2 45.6 19.4 4.9 2.9
四国在住者 104 26.9 53.8 11.5 4.8 2.9
うち香川在住者 26 15.4 69.2 7.7 3.8 3.8
うち高知在住者 26 30.8 53.8 15.4 0.0 0.0
うち愛媛在住者 26 34.6 38.5 7.7 11.5 7.7
うち徳島在住者 26 26.9 53.8 15.4 3.8 0.0
未既婚 未婚 90 28.9 48.9 16.7 3.3 2.2
既婚 117 25.6 50.4 14.5 6.0 3.4
個人年収 200万未満 97 25.8 52.6 10.3 6.2 5.2
200～400万未満 43 37.2 34.9 25.6 2.3 0.0
400～600万未満 19 5.3 73.7 21.1 0.0 0.0
600万以上 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0
わからない 9 22.2 44.4 11.1 22.2 0.0
出所：作成筆者
表8) 希望する披露宴・パーティ会場イメージ（3つまで複数回答，％)
N数
ロイヤルブ
ルー×ホワ
イトの上品
で鮮やかな
装飾
木×緑×白
のナチュラ
ルベーシッ
クな装飾
パステルピ
ンク×ホワ
イトのお姫
様気分を味
わえる装飾
大人ピンク
×ブラウン
の上品で落
ち着いた装
飾
ティファニ
ーブルーの
さわやかな
装飾
黄×オレン
ジの鮮やか
な装飾
透明感のあ
るエメラル
ドグリーン
のリゾート
風装飾
落ち着いた
中にもかわ
いらしさの
あるラベン
ダーカラー
の装飾
シルクのよ
うな艶やか
な白い装飾
モノトーン
で落ち着い
た都会的な
装飾
その他
全 体 207 37.2 26.6 15.5 16.9 19.8 8.7 10.1 8.2 17.9 11.1 3.4
年齢 21-25歳 38 44.7 34.2 15.8 15.8 28.9 10.5 10.5 13.2 21.1 18.4 5.3
26-30歳 82 34.1 26.8 14.6 18.3 22.0 9.8 6.1 8.5 19.5 11.0 4.9
31-35歳 87 36.8 23.0 16.1 16.1 13.8 6.9 13.8 5.7 14.9 8.0 1.1
割付セル 東京在住者 103 39.8 22.3 10.7 19.4 21.4 7.8 13.6 10.7 17.5 10.7 1.9
四国在住者 104 34.6 30.8 20.2 14.4 18.3 9.6 6.7 5.8 18.3 11.5 4.8
うら香川在住者 26 34.6 19.2 23.1 23.1 23.1 3.8 3.8 3.8 19.2 11.5 3.8
うら高知在住者 26 38.5 42.3 15.4 11.5 30.8 7.7 7.7 7.7 15.4 11.5 0.0
うら愛媛在住者 26 38.5 26.9 23.1 7.7 0.0 7.7 7.7 3.8 15.4 11.5 7.7
うら徳島在住者 26 26.9 34.6 19.2 15.4 19.2 19.2 7.7 7.7 23.1 11.5 7.7
未既婚 未婚 90 40.0 30.0 14.4 13.3 27.8 10.0 13.3 11.1 18.9 12.2 2.2
既婚 117 35.0 23.9 16.2 19.7 13.7 7.7 7.7 6.0 17.1 10.3 4.3
個人年収 200万未満 97 33.0 30.9 11.3 15.5 16.5 9.3 11.3 6.2 18.6 11.3 6.2
200～400万未満 43 46.5 23.3 16.3 20.9 25.6 7.0 16.3 7.0 25.6 7.0 2.3
400～600万未満 19 47.4 31.6 5.3 15.8 26.3 10.5 0.0 10.5 10.5 15.8 0.0
600万以上 2 100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
わからない 9 44.4 0.0 22.2 33.3 22.2 0.0 0.0 11.1 22.2 22.2 0.0
出所：作成筆者
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表9-1) Twitter の利用状況（単一回答，％)
N数
とてもよく
見る・参考
にする
とてもよく
見るが，情
報として見
ているだけ
たまに見る
・参考にす
る
たまに見る
が，情報と
して見てい
るだけ
あまり見ない 登録等もしていない
全 体 207 25.1 15.5 4.8 8.7 4.8 33.3
年齢 21-25歳 38 50.0 10.5 0.0 7.9 7.9 15.8
26-30歳 82 24.4 20.7 8.5 9.8 4.9 23.2
31-35歳 87 14.9 12.6 3.4 8.0 3.4 50.6
割付セル 東京在住者 103 26.2 15.5 5.8 8.7 6.8 29.1
四国在住者 104 24.0 15.4 3.8 8.7 2.9 37.5
うち香川在住者 26 26.9 19.2 3.8 7.7 7.7 23.1
うち高知在住者 26 19.2 11.5 0.0 11.5 0.0 42.3
うち愛媛在住者 26 30.8 15.4 3.8 7.7 0.0 42.3
うち徳島在住者 26 19.2 15.4 7.7 7.7 3.8 42.3
未既婚 未婚 90 31.1 12.2 4.4 6.7 5.6 34.4
既婚 117 20.5 17.9 5.1 10.3 4.3 32.5
個人年収 200万未満 97 33.0 12.4 5.2 8.2 5.2 29.9
200～400万未満 43 25.6 11.6 9.3 9.3 4.7 30.2
400-600万未満 19 21.1 21.1 0.0 0.0 10.5 31.6
600万以上 2 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0
わからない 9 22.2 33.3 0.0 11.1 0.0 33.3
出所：作成筆者
表9-2) Instagramの利用状況（単一回答，％)
N数
とてもよく
見る・参考
にする
とてもよく
見るが，情
報として見
ているだけ
たまに見る
・参考にす
る
たまに見る
が，情報と
して見てい
るだけ
あまり見ない 登録等もしていない
全 体 207 31.9 12.1 5.8 7.7 4.3 35.3
年齢 21-25歳 38 55.3 15.8 0.0 5.3 2.6 21.1
26-30歳 82 36.6 12.2 9.8 8.5 3.7 26.8
31-35歳 87 17.2 10.3 4.6 8.0 5.7 49.4
割付セル 東京在住者 103 32.0 12.6 7.8 10.7 3.9 30.1
四国在住者 104 31.7 11.5 3.8 4.8 4.8 40.4
うち香川在住者 26 23.1 11.5 7.7 3.8 7.7 46.2
うち高知在住者 26 26.9 11.5 7.7 7.7 3.8 42.3
うち愛媛在住者 26 42.3 15.4 0.0 0.0 0.0 38.5
うち徳島在住者 26 34.8 7.7 0.0 7.7 7.7 34.6
未既婚 未婚 90 34.4 11.1 4.4 5.6 5.6 34.4
既婚 117 29.9 12.8 6.8 9.4 3.4 35.9
個人年収 200万未満 97 33.0 12.4 6.2 4.1 4.1 37.1
200～400万未満 43 34.9 11.6 9.3 4.7 4.7 27.9
400～600万未満 19 36.8 15.8 0.0 15.8 0.0 31.6
600万以上 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0
わからない 9 33.3 22.2 0.0 11.1 11.1 22.2
出所：作成筆者
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表9-3) Facebook の利用状況（単一回答，％)
N数
とてもよく
見る・参考
にする
とてもよく
見るが，情
報として見
ているだけ
たまに見る
・参考にす
る
たまに見る
が，情報と
して見てい
るだけ
あまり見ない 登録等もしていない
全 体 207 11.6 11.6 9.7 13.0 10.6 35.3
年齢 21-25歳 38 21.1 10.5 7.9 10.5 7.9 34.2
26-30歳 82 11.0 12.2 8.5 22.0 9.8 29.3
31-35歳 87 8.0 11.5 11.5 5.7 12.6 41.4
割付セル 東京在住者 103 12.6 11.7 9.7 12.6 11.7 34.0
四国在住者 104 10.6 11.5 9.6 13.5 9.6 36.5
うち香川在住者 26 11.5 15.4 15.4 7.7 11.5 23.1
うち高知在住者 26 11.5 15.4 7.7 3.8 11.5 42.3
うち愛媛在住者 26 15.4 11.5 7.7 15.4 0.0 42.3
うち徳島在住者 26 3.8 3.8 7.7 26.9 15.4 38.5
未既婚 未婚 90 13.3 4.4 5.6 13.3 14.4 40.0
既婚 117 10.3 17.1 12.8 12.8 7.7 31.6
個人年収 200万未満 97 13.4 12.4 9.3 10.3 7.2 43.3
200～400万未満 43 11.6 9.3 9.3 18.6 14.0 27.9
400～600万未満 19 26.3 10.5 5.3 15.8 15.8 10.5
600万以上 2 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0
わからない 9 0.0 33.3 22.2 0.0 11.1 11.1
出所：作成筆者
表9-4) LINE（タイムライン）の利用状況（単一回答，％)
N数
とてもよく
見る・参考
にする
とてもよく
見るが，情
報として見
ているだけ
たまに見る
・参考にす
る
たまに見る
が，情報と
して見てい
るだけ
あまり見ない 登録等もしていない
全 体 207 24.2 14.5 11.1 18.8 15.0 5.8
年齢 21-25歳 38 42.1 13.2 10.5 15.8 5.3 2.6
26-30歳 82 26.8 19.5 7.3 13.4 19.5 3.7
31-35歳 87 13.8 10.3 14.9 25.3 14.9 9.2
割付セル 東京在住者 103 23.3 13.6 9.7 16.5 18.4 4.9
四国在住者 104 25.0 15.4 12.5 21.2 11.5 6.7
うち香川在住者 26 23.1 11.5 15.4 19.2 15.4 7.7
うち高知在住者 26 30.8 15.4 7.7 26.9 7.7 3.8
うち愛媛在住者 26 34.6 23.1 3.8 19.2 7.7 7.7
うち徳島在住者 26 11.5 11.5 23.1 19.2 15.4 7.7
未既婚 未婚 90 25.6 13.3 11.1 16.7 15.6 6.7
既婚 117 23.1 15.4 11.1 20.5 14.5 5.1
個人年収 200万未満 97 22.7 18.6 12.4 21.6 12.4 4.1
200～400万未満 43 20.9 16.3 11.6 16.3 14.0 9.3
400～600万未満 19 47.4 5.3 0.0 10.5 26.3 0.0
600万以上 2 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0
わからない 9 33.3 11.1 11.1 22.2 22.2 0.0
出所：作成筆者
Ⅵ. 本調査票
以下，本調査における調査票を記す。
Ｑ1 臨時収入として10万円をもらったとします。何に使いたいですか？（2つまで選択）
□ 1．洋服などの服飾品
□ 2．食事
□ 3．旅行（宿泊）
□ 4．貯金
□ 5．エステ，美容院などの美容系
□ 6．娯楽（日帰り）
□ 7．その他（【 】）［ ］
□ 8．思い浮かばない
Ｑ2 休日，カップルでの最も理想的な過ごし方は何ですか？（1つだけ）※現在，パートナーがいない方は，
いる場合を想定してお答えください。
〇 1．家でのんびり
〇 2．2人の趣味
〇 3．スポーツ
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表9-5) Blog の利用状況（単一回答，％)
N数
とてもよく
見る・参考
にする
とてもよく
見るが，情
報として見
ているだけ
たまに見る
・参考にす
る
たまに見る
が，情報と
して見てい
るだけ
あまり見ない 登録等もしていない
全 体 207 8.2 5.8 8.7 12.1 4.3 59.9
年齢 21-25歳 38 2.6 5.3 7.9 15.8 5.3 63.2
26-30歳 82 13.4 4.9 6.1 9.8 4.9 59.8
31-35歳 87 5.7 6.9 11.5 12.6 3.4 58.6
割付セル 東京在住者 103 7.8 7.8 13.6 9.7 4.9 55.3
四国在住者 104 8.7 3.8 3.8 14.4 3.8 64.4
うち香川在住者 26 3.8 7.7 3.8 30.8 0.0 53.8
うち高知在住者 26 11.5 3.8 3.8 3.8 7.7 69.2
うち愛媛在住者 26 7.7 3.8 3.8 11.5 3.8 69.2
うち徳島在住者 26 11.5 0.0 3.8 11.5 3.8 65.4
未既婚 未婚 90 2.2 6.7 11.1 10.0 5.6 64.4
既婚 117 12.8 5.1 6.8 13.7 3.4 56.4
個人年収 200万未満 97 10.3 7.2 8.2 10.3 6.2 57.7
200～400万未満 43 2.3 9.3 16.3 9.3 2.3 58.1
400～600万未満 19 21.1 5.3 10.5 10.5 5.3 47.4
600万以.上 2 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0
わからない 9 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 88.9
出所：作成筆者
〇 4．食事
〇 5．ドライブ
〇 6．ショッピング
〇 7．公園で散歩
〇 8．キャンプ
〇 9．映画鑑賞
〇 10．その他（【 】）［ ］
〇 11．思い浮かばない
Ｑ3 今まで大切な人にしたこと，されたことで一番喜ばれたこと／うれしかったことは何ですか？ できる
だけ具体的にお答えください。（自由回答）
Ｑ4 以下，結婚式についてお聞きします。なんのために結婚式を挙げたい（挙げた）ですか？ （当てはまる
ものすべて選択）※すでに結婚式を挙げたことがある方は，その時のお気持ちや状況としてあてはまる
ものをお選びください。（以降も同様）
□ 1．憧れをかなえるため
□ 2．ふたりの門出として
□ 3．けじめとして
□ 4．相手をお披露目したい
□ 5．親へ感謝を伝えるため
□ 6．ゲストへ感謝を伝えるため
□ 7．人生の節目として
□ 8．親から言われたから
□ 9．世間体
□ 10．その他（【 】）［ ］
□ 11．特にない／結婚式は挙げたくない
Ｑ5 地元で結婚式を挙げるとしたら，結婚式を挙げる場所を決める時に重視したい，地元で自慢できること
は何ですか？ （当てはまるものすべて選択）
□ 1．自然
□ 2．景色
□ 3．食
□ 4．地元の人々
□ 5．利便性
□ 6．住みやすさ
□ 7．歴史・史跡
□ 8．観光スポット
□ 9．挙式／披露宴パーティ会場の設備
□ 10．挙式／披露宴パーティ会場の雰囲気
□ ll．その他（【 】）［ ］
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Ｑ6 結婚式でやりたい （行った）演出はなんですか？ （当てはまるものすべて選択）
□ ｌ．フラワーシャワー
□ 2．バルーンリリース
□ 3．シェフのライブパフォーマンス
□ 4．ベールダウン
□ 5．フォトブース
□ 6．リングガール・ボーイ
□ 7．ブライズメイド・アッシャー
□ 8．ブーケトス
□ 9．ケーキ入刀・ファーストバイト・サンクスバイト
□ 10．キャンドルサービス
□ 11．ウェルカムドリンク
□ 12．ビュッフェ形式
□ 13．ウェディングツリー
□ 14．フラッシュモブ
□ 15．プロフィールビデオ
□ 16．エンドロール
□ 17．ゲストへの手紙
□ 18．両親への手紙
□ 19．両親への感謝のプレゼント
□ 20．マネキンチャレンジ
□ 21．巨大クラッカー
□ 22．その他（【 】）［ ］
Ｑ7 結婚式費用の自己負担（総額ではなく，ご祝儀などを差し引いた実質ふたりが支払う金額）として，い
くらまでならかけられると思いますか？（1つだけ）※すでに結婚式を挙げたことがある方は，その時
のことについてあてはまるものをお選びください。
〇 1．10万円
〇 2．30万円
〇 3．50万円
〇 4．70万円
〇 5．100万円
〇 6．150万円
〇 7．200万円
〇 8．250万円
〇 9．300万円
〇 10．350万円
〇 11．400万円
〇 12．400万よりも高い
〇 13．わからない
〇 14．金額は問わない
Ｑ8 披露宴・パーティーを行う（行った）場合，会場はどのような雰囲気が良いと思いますか？（1つだけ）
※すでに披露宴・パーティーを行ったことがある方は，その時のお気持ちや状況としてあてはまるもの
をお選びください。（以降も同様）
〇 ｌ．自然光を感じられる明るい会場
〇 2．温かみのある優しい光で包まれた会場
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〇 3．シャンデリアが白く輝く会場
〇 4．お洒落なバーの雰囲気漂う会場
〇 5．その他（【 】）［ ］
Ｑ9 あなたが挙げたい（挙げた）披露宴・パーティー会場のイメージはどれですか？（当てはまるもの3つ
まで選択）
□ 1．ロイヤルブルー×ホワイトの上品で鮮やかな装飾
□ 2．木×緑×白のナチュラルベーシックな装飾
□ 3．パステルピンク×ホワイトのお姫様気分を味わえる装飾
□ 4．大人ピンク×ブラウンの上品で落ち着いた装飾
□ 5．ティファニーブルーのさわやかな装飾
□ 6．黄×オレンジの鮮やかな装飾
□ 7．透明感のあるエメラルドグリーンのリゾート風装飾
□ 8．ワインレッド×ゴールドのゴージャスな装飾
□ 9．落ち着いた中にもかわいらしさのあるラベンダーカラーの装飾
□ 10．シルクのような艶やかな白い装飾
□ 11．モノトーンで落ち着いた都会的な装飾
□ 12．その他（【 】）［ ］
Ｑ10 SNS の利用状況について，それぞれあてはまるものをお答えください。
（注）
（1) 厚生労働省「人口動態調査」平成29年推計数より。
（2) リクルートブライダル総研「結婚総合意識調査
2017」。2016年4月～2017年3月に結婚した全国の
20～49歳の既婚者と，調査より1年以内に結婚式に出
席したゲストを対象に，結婚に対する意識や結婚式な
どセレモニー実施状況，ゲストの状況を調査している。
（3) 「ゼクシィ結婚トレンド調査 2017」より。2016年4
月～2017年3月に結婚（挙式，披露宴・披露パーティ
ー）をした，もしくは結婚予定があった『ゼクシィ』
読者のうち，エリアごとにランダムサンプリングし，
調査票を郵送。調査票への記入は妻に依頼。海外ウエ
ディングならびに国内リゾートウエディング実施者を
除いた値（海外ウエディング実施者7.7％，国内リゾ
ートウエディング実施者6.9％）。
（4) 厚生労働省「平成28年度人口動態統計特殊報告」平
均婚姻年齢の年次推移より。
（5) 株式会社リクルートマーケティングパートナーズ
「ゼクシィ結婚トレンド調査 2017 徳島・香川・愛
媛・高知」（以下，「ゼクシィトレンド調査 20017 四
国」と記す）。調査対象者数（集計票数）は，全国
15,489人，うち首都圏（東京・神奈川・千葉・埼玉）
750人，愛媛県50人，香川県29人，徳島県21人，高知
県12人である。
（6) 「ゼクシィ結婚トレンド調査 2017 四国」p. 508「挙
式，披露宴・披露パーティー会場を選ぶ際の夫や妻自
身，親の関与状況」よりデータ抜粋，筆者作成。
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Twitter Instagram Facebook LINE Blog
とてもよく見る・参考にする
とてもよく見るが，情報として見ているだけ
たまに見る・参考にする
たまに見るが，情報として見ているだけ
あまり見ない
登録等はしているがまったくみない
登録等もしていない
注）実際のアンケート画面上では，表頭と表側が入れ替わって表示されている。
（7) 「ゼクシィ結婚トレンド調査 2017 四国」p. 151「料
理のメニューを選択する際の重視点」よりデータ抜粋，
筆者作成。
（8) 結婚にかかる費用から，ご祝儀や親などからの資金
援助を除く，新郎新婦による負担金のこと。自己負担
額は「ゼクシィ結婚トレンド調査 2017」調べ。
（9) 「ゼクシィ結婚トレンド調査 2017 四国」p. 29「結
婚費用（挙式，披露宴・披露パーティ，二次会，新婚
旅行）のための夫婦の貯金金額」よりデータ抜粋，筆
者作成。
（10) Ⅴ.「結婚式に関する意識調査 2018」（「松木意識調
査」）本調査結果の概要内，表1参照。
（11) Ⅴ.「結婚式に関する意識調査 2018」（「松木意識調
査」）本調査結果の概要内，表2参照。
（12) Ⅴ.「結婚式に関する意識調査 2018」（「松木意識調
査」）本調査結果の概要内，表4参照。
（13) Ⅴ.「結婚式に関する意識調査 2018」（「松木意識調
査」）本調査結果の概要内，表3参照。
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